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~C に就いて者ピ北海道産海藻中の
、、、.タ

滋・松原良輔

(北海道大泉農準部水産化準教室〉

(北海道大挙農準昔K~.路臨海3実験所〉

石原義雄・栴本

Vitamin一C Contents of Marine Algae in Hokkaido 

y. IRUIIIARA.， S. UMRMOTO and Y. MATSU臥 RA.

同時に保存中のビタミン Cの鑓化及ぴ日週繋化

.等につき行った寅験結果を報告する。

試料並びに定量法試料海誌は北海道忍路持

に於て採集し直ちに附着物を除去し，ヨたに蒸湘7](

で洗糠する。i1:¥l紙でフk分を除き，試料の一定量を

秤量し採集昔日中にインドフエノール法に依り還

元型ビタミン Cを定量した。(第 1表参照)

費駿及び考察

著者等は先に北梅道産高山杭物生葉，ハマナ

ス果肉，海部等には従来知られて治るピグミン C

天然資源に比べて多量のビタミン Cが合有され

て必る事を指摘し報台1)ーりした。前報fi)に於ては

昭和 21年に採集した 17積の海藻について還元型

ビタミン Cを測定しェゾヤハズ (1005mg %)， 

シスジモク (920mg96)，ウミトラノヲ (340mg96) 

等K顕著な事を報告した。更に北海道忍路湾産の

生海藻約 30積につきピグミン Cを測定調査し，

フ

日集採

5月29日午前

5， 27，タ

1=.海部中のピタミン C含有量

級事革類

第 1表

名身喜名和
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Pυrphyrα Onoi UEDA 

Nemαlion vermicul，αre 

Gelid似 m sp. 

Neodilseα Y開 doaηαTOKII山

Grαteloupicα feli旨伽α(W似f・)Ag・

Chondrus sp. 

C. armatu8 (Harv，) OKA.M. 

C. ocellαtU8 Hol甘ws. f. crispus 01>:A1I1. 

Iridophycus cormω叩fαe(POST. et Rupr.) SETCH. 
et GARDN， 

蓄量

8UR 

紅

オオノノ

ウミゾウメン

テシグサ

ア カパ

ムカ デノリ

ツノマ 9

トグヅノマ F

ヤハグツノマ~

午後

持北方植物中のピタミン C(第5報)

27， ラ，53 クロノマギンナシソウ
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フ シ ヅ ナ ギ LoηU3ntαT似 catenαtαH~RV 23 6， 24，午前

コスヂ 7 シツナギ L. HakodatensI8 YENJ的 24 6， 24，午前

ワ ツナギソウ Chαmp伽仰1'V1者1α(AG.)J. Ar;. く7 6， 24，午前

モ ロイ ト ク守.y. Polysiphon似 Mαrrowii H，ほV. 39 6， 24， 午前

ブー Chondr似 crαssicαuli旨 HARV. 32 日， 28，午前

イ ジムラサキ Sh符tphyocゐd似 gmcuI8 <4 6， 24，午前

字詰 藻 類

コユ ゾ ヤ ノ、 ス. D必tyopteris di世αricαtαOK:̂M. 888 6， 25，午前

ネ ノ、. り モ Leαthes伽 sp. 24 6， 24， 午前
ウ ノレ シ タF サ Desmαrest似 lig悦如何(LrGHT~'.) WlIIOUn. 31 ら 28，タ
... 、 ，.マ モ ド キ Punctaria Sp. <4 6， 24，午前

カ ヤ 毛 / リ Scyto8iphon lomentαriu8 (LYNJw，) J. An・ 43 5， 29， 午後

フ ク ロ ノ p Colpoηwniαsimuosα(RoTH) DEJulEs， et SOWlR 14 2， 24， 午前
ツ ノレ モ Chords F1i1切m(L.) LAMOUR. 122 5， 27，タ

ワ カ メ UndαT古:t pi附 αtifidα(HARV.)SUR. 61 日， 28，朝
dτ Y メコン 7' Lαm仇 αrぜfα relig必sα MlYABE 48 ら 27，タ
ウ ヵー ノ モ ク Cysloph1jll1tm hαkodαtense YENDO 1雪6 6， 1，霊

ア カ モ ク Sargα88um Harneri (TURN.) C. An 100 6， 25， 午前
アシスチずモク S. confu8um Ag. f.叩 lida YF.NOO 388 10， 2，蜜

9 、、 トラノヲ S. '1.'eunbergii (MF.RTF.N:l) Ki:NTZE 3的 ラ， 28，鞠
、、、 ヤ ，、. モ ク S.M匂αbei YENDO 422 6， 24， lr-前

少を示し他と臭っておる。

第 2表

ビタミン C含有量の大なるものは前回と同

fl~ヱゾヤハズ，ウガノモク，アカモク，ツルモ，

ウミトラノヲ， ミヤベモク，フシスヂモク等の柄

誌類である。海藻中のビタミン Cが異性ピグミ

ン Cなりゃいなやについては G.LVNDE 及び

J. Lm6
) 笥:は滴定法と動物試験とによる数値はグ

ルスの一例をのぞき一致する事ーを椛めてゐる。然

し向疑問があり著者等ほビタミン C を電位差

滴定による新定量法により再測定した。海藻中の

インドフヱノールfv立の中良a性ピグミン Cにあら

ざる見掛上のビタミン Cのちる事を明かにした

が，それ宅:の結果は別報に於て述べゑ。

ビタミシ C含量 (mg~，の
放置時間 • - _.  I 室

保存中のビタミン Cの揖化 7試託式t料採集後，定

?芳景言託:までで、の時期は可及的に謹カか通に行うがその保千存子中

に多少の挺

軍和l日122年 7月3日1守午rc二前4時採集)を採集後シヤ{レ

中の海7水kにに.浸し室内lに乞放置する時は還元型ピクミ

ンC合有量は(第 2表)の如くその援イ北ヒは少ない。

各種海2認を採集後，日陰に乾燥中のピタミン

C合有量の縫化は(第 3去)の如く 5-10日目より

急:減し 20日目には極く微量となる。 然しヱゾヤ

ハズ 945mg%は採集翌日に 370となり念速な減

アナアオザ! イポノリ
iilI. 

O 37 36 13.00C 
3 21 32 17.5 

6 24 32 21.0 

12 31 36 20.9 

36 20 49 22.0 

第 3表

五五一睡里町~l:J 3 I 5 f10l 20 

ミヤペモク

ウミトラノヲ

アシスジモク

アカノマギンナンソウ

ブシスジモク他三部を(昭和 21年 11月5日

lf二前 10時)忍路湾にて採集し，天日乾燥中 4日1':1

1'1:降雨に合った場合は第 4去の如く流失急減した。

フシスジモクを採集翌日より晴天時に天日乾

燥し隣合せ場中に入れ暗所貯蹴しそのピグミン・

Cの援化は第5去の如くである.



高岡，石原，梅本，松原一一北海道産i毎言葉中のピタミン Cに就いて

第 4表

五瓦町竺1_-1-[21~フづ竺
シスジモク I154 I 194 I 127 I 14 I 11 

ヤベモク I210 I 201 I 160 I 6 I 10 

ウミトラノ 7 I 94 I 146 I 118 I 10 I 9 

アカパギシナンソウ I43 I 28 I 71 I 8 I痕跡

第 5表

放置日敗! 水 分

o 81.3% 
10 22.0 

ピタミン C mg% 
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保存中の合有量の減少を防ぐ~に前庭現を以

てR変化酵素を分解する時は保存に壊ゆるに至る。

~pちミヤベモク，ウミトラノヲ，フシスジモク(昭

和初年 5月813忍路間保集，水温6-7
0C気温 15

gru表 ミヤペモク (210mg%) 

t受漬時間 1~~lr~~1 
保存日般 ~~~J 1 ~分 1 3分 1 5分 110分

57 60 49 

2 105 88 89 

3 79 91 66 66 

日 89 66 39 39 

10 127 86 ・ 65 48 

20 94 68 60 46 

第 7表 ウミトラノヲ(ピ 9ミン C94m宮%)

下1\~-浸漬時HlJ: 1分 1 3分 1 5分 110分
保存H殿 ---------1 'n  1 -' IJ 1 -' n 

33 40 47 47 

2 79 91 66 66 

3 39 66 53 44 

F 39 36 43 35 

10 64 69 68 69 

20 日0 51 49 46 

g18表 7 シスジモク(ピタミン C154mg μ) 

----------浅漬時1m: 1分 1 3分 1 5分 110分
保存H殿 _____.1 '/' I -'.1' I -' IJ 

69 50 79 90 

2 101 66 89 102 

3 53 49 74 44 

日 48 39 57 64 

10 62 61 103 68 

20 62 43 77 71 

85 

OC曇一犬)をが11騰水に各分HIJ投した後，ーItii且器中に

て 600Cl1:乾燥し隣合せ阜中に保存した物のビタ

ミン Cは第十8去のまnくである。

ビタミン C含有量の日週塑化群生して沿る

場所より一定時持に採集し直ちに還元型ピタミン

Cを定量し日週鑓化につき観察した。夜間は結燈

下にimeむの需に~I~j;，ι経期が不時寅で、書tWに比し誤

ヂ(~が少しく大きい。アナアオサ，ウミトラノヲ，

イボノリにつき行ない先に小泉8)はアナアオサ，

イソノハナの際，指摘せる如く主-よりlf後にかけ

て増加の極黙があり，叉朝及ぴ夕方に一時的に急

激な減少を示1最低値に達する事も一致した。日

週質化の増減範聞はffjJI(8)は左程著しく無いとし

て主主るが，著者等もアナアオサ (20-309ぢ)， -1ボノ

リ(18.2%)と大きくないがウミトラノアに於ては

126%も大きな芸が認められる。(第 1-2圃)
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本研究にあたり経始御指導を賜りたる高岡道

夫教授に厚く感謝す。叉杭物事上，御教示を賜り

ました時間教授，蹟瀬博士に厚く感謝す。
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(昭和 24年 7月記)


